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思
い
出
を
胸
に
新
た
な
道
へ

●卒
業
式
・
卒
園
式

　

町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
１２
日
、各
校
で
行
な
わ
れ
、

計
１
０
２
人（
蒲
生
野
６０
人
、瑞
穂

２６
人
、和
知
１６
人
）が
卒
業
し
ま
し

た
。卒
業
証
書
な
ど
を
手
に
思
い
出

の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

和
知
中
学
校
で
は
、卒
業
生
代
表

の
樋
口
正
明
さ
ん
と
向
仲
柚
季
さ
ん

が
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、恩
師
や

保
護
者
、在
校
生
に
感
謝
し
、「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
視
点

で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
。こ
の
町
で
か
け
が
え
の

な
い
良
い
思
い
出
と
友
と
め
ぐ
り
合

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２３
日
に
は
、町
立
小
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、計

８９
人（
竹
野
５
人
、丹
波
ひ
か
り
３７
人
、

下
山
９
人
、み
ず
ほ
２３
人
、和
知
１５

人
）が
小
学
校
の
義
務
教
育
の
課
程

を
修
了
し
た
ほ
か
、１９
日
に
は
須
知

幼
稚
園
で
１５
人
、２６
日
に
は
３
つ
の
保

育
所
で
計
４７
人
が
、小
学
校
入
学
に

向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

和知中学校

瑞穂小学校

上豊田保育所

ひ  

ぐ
ち
し
ょ
う
み
ょ
う

む
か
い
な
か 

ゆ
ず 

き

02
 
特
集
　
令
和
３
年
度
予
算
概
要

06
　
ま
ち
の
動
き
／
表
彰

07
　
令
和
３
年
度
職
員
の
配
置

10
　
い
き
い
き
健
康
術

12
　
生
涯
学
習
通
信 

T
O
M
O
R
R
O
W

14
　
ま
ち
の
話
題

広報 京丹波4
日本のふるさと。自給自足的循環社会

NO.186　2021.4.17 発行TOWN KYOTAMBA

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　TEL.（0771）82-0200（代表）・（0771）82-3801（直通）
企画・編集／企画財政課 ［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.lg.jp



一般会計歳入歳出予算額

125億3,100万円

増減額前年度今年度会計名
125億3,100万円

55億1,882万8千円

17億9,530万円

2億6,119万8千円

21億6,806万8千円

360万1千円

1億4,540万円

9億9,600万円

1万4千円

559万6千円

1億4,365万1千円

10億2,300万円

10億2,300万円

2,225万9千円

5,606万8千円

11億6,910万円

11億5,256万7千円

4億7,934万6千円

8億4,018万円

一般会計 
特別会計 
国民健康保険事業特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
介護保険事業特別会計（事業勘定） 
介護保険事業特別会計（サ－ビス事業勘定）
介護保険事業特別会計（老人保健施設サ－ビス勘定）
下水道事業特別会計 
土地取得特別会計 
育英資金給付事業特別会計 
町営バス運行事業特別会計 
地方公営企業会計 
国保京丹波町病院事業会計（収益的収入）
国保京丹波町病院事業会計（収益的支出）
国保京丹波町病院事業会計（資本的収入）
国保京丹波町病院事業会計（資本的支出）
水道事業会計（収益的収入）
水道事業会計（収益的支出）
水道事業会計（資本的収入）
水道事業会計（資本的支出）

122億4,000万円

54億9,486万5千円

17億9,630万円

2億6,290万9千円

21億4,870万円

454万4千円

1億4,850万円

9億9,120万円

3万7千円

433万6千円

1億3,833万9千円

10億4,100万円

10億4,517万6千円

3,624万6千円

8,624万7千円

11億7,560万円

11億6,980万円

5億2,002万4千円

8億7,896万2千円

2億9,100万円

2,396万3千円

△100万円

△171万1千円

1,936万8千円

△94万3千円

△310万円

480万円

△2万3千円

126万円

531万2千円

△1,800万円

△2,217万6千円

△1,398万7千円

△3,017万9千円

△650万円

△1,723万3千円

△4,067万8千円

△3,878万2千円

＊財産区会計を除く

※注意　構成比は四捨五入で表示しているため、合計しても100％にならない場合があります。

会
計
別
　
予
算
額
一
覧

特集 令和3年度予算概要

今年度の当初予算は新庁舎整備事業と認定こども園整備事業などにより、前年度当初に比べ

2・4％の増で、最大の規模となりました。助け合いと活力ある健康の里づくりを基本方針に「町

行政の公正化」、「環境整備」、「暮らしの安心・安定」、「子育て支援」、「産業振興」の５点を重点

施策として取り組んでいきます。

議会費
9,686万円
（0.8％）

その他
2,350万8千円
（0.2％）

総務費
23億3,616万8千円
（18.6％）

民生費
31億790万4千円
（24.8％）

衛生費
16億1,834万円
（12.9％）

農林水産業費
14億8,945万7千円
（11.9％）

商工費
1億9,184万円
（1.5％）

土木費
7億7,706万3千円
（6.2％）

消防費
4億1,091万3千円
（3.3％）

教育費
8億5,112万8千円
（6.8％）

公債費
16億2,781万9千円
（13.0％）

  

歳
入

　

町
税
は
2･

0
％
減
を
見
込
み
、
15
億
8
，8
9
6
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

は
、
合
併
特
例
措
置
の
段
階
的
縮
減
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
0･

6
％
減
の
48
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
町
債
は
、
新
庁
舎
整
備
事
業
や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
の
最
終
年
度
に
差
し
掛
か
り
、

2･

6
％
増
の
26
億
7
，4
6
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
は
5･

9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

  

歳
出

　

目
的
別
歳
出
予
算
は
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
２
億
９
，１
０
０
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。主
な
要
因
は
、民
生
費
に
お
い
て
、認
定
こ
ど
も
園
整

備
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
や
、衛
生
費
に
お
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
事
業
の
実
施
に
よ
り
増
加
し
た
こ
と
、公
債
費
に
お
い
て
、繰
上
償

還
の
実
施
予
定
な
ど
が
増
加
の
主
な
も
の
で
す
。

歳入
総額
125億
3,100万円

令和3年度歳入　自主・依存財源内訳

令和3年度歳出　目的別内訳

町税
15億8,896万円
（12.7％） 使用料・手数料

3億1,120万1千円
（2.5％）
繰入金

8億5,175万2千円
（6.8％）

その他
4億486万6千円
（３.2％）

地方交付税
48億円
（38.3％）

国庫支出金
5億4,744万6千円
（4.4％）

府支出金
7億8,907万4千円
（6.3％）

町債
26億7,460万円
（21.3％）

その他
5億6,310万1千円
（4.5％）

歳出
総額
125億
3,100万円

自主財源　31億5,677万9千円（25.2％）

依存財源　93億7,422万1千円（74.8％）
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タウンミーティングの開催 52万8千円

　京丹波町ケーブルテレビの自主放送番組による
説明や町民の皆さまとの対話による町政懇談会「タ
ウンミーティング」を開催します。

令
和
3
年
度
予
算
の
概
要
を
重
点
施
策
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

町行政の公正化助
け
合
い
と
活
力
あ
る

健
康
の
里
づ
く
り
の
推
進

特
集 

令
和
3
年
度
予
算
概
要

暮らしの安心・安定

認定こども園整備事業 8億1,611万9千円

　すべての就学前の子どもに対して、より良い環境
のもとで幼児教育・保育を提供できるよう、令和４年
４月の町立認定こども園の開設に向け、たんばこど
も園新園舎の建設工事に取り組みます。

学校教育の充実 4億7,541万4千円

　「学校・家庭・地域総がかりで育む子育てから人
づくり」を基本理念として、京丹波町のよさを生かし
た京丹波ならではの教育の実現に向けて、特色ある
教育活動を推進していきます。

須知高校の活性化推進 231万2千円

　京丹波町の将来を担う人材の育成や食、農を生
かしたまちづくりを推進するため、須知高校の教育
振興や町営バスの定期代などの支援を継続して実
施します。

子育て支援

ふるさと応援寄附金事業 
 1億5,515万6千円

　ふるさと納税に返礼品を充実、事務運営の拡大
にて、寄付の拡充を図ります。

スマート農業実装チャレンジ事業
 934万4千円

　農産物生産の作業性・生産効率向上に資する農
業用ドローンやアシストコンバインなどのＡＩ・ＩＣＴ技
術を導入し、新たな農業の普及拡大を図ります。

森林環境教育推進事業 963万円

　森林内でのさまざまな体験活動を通じて、森林と
人々の生活や環境との関係についての理解と関心
を深める「森林環境教育」に取り組みます。

地域商社ふるさと産品販路開拓
プロジェクト事業　 1,000万円

　地産地消のコンパクト型流通システムや、ネット販
路の拡充などを行い、まちの地場産品の推進と食
の魅力を発信していきます。また、観光ＰＲやロケ誘
致につながるタウンプロモーションを行い、まちの活
性化を図ります。

健康ウォーキング推進事業 69万6千円

　誰もが親しみやすく、簡単に取り組むことができる
ウォーキングを推進し、町民の健康づくりとスポーツ
実施率の向上、健康の保持と増進を目指します。

産業振興

新庁舎の整備 9億1,869万1千円

　防災機能やまちづくり機能、行政サービス機能の
充実を図ることに加え、行政運営の効率化、多様
化・高度化する町民ニーズに対応するため、令和３
年１０月中の開庁に向けて工事を進めます。

瑞穂支所の施設移転改修 1,479万円

　令和４年度当初の移転を目指して、瑞穂保健福
祉センターの改修工事を進め、行政運営の効率化
を図ります。

京丹波町どこでも図書館構想事業
 　301万3千円

　パソコンやスマートフォンなどを通じて、町内図書
室の蔵書検索と貸出予約ができる仕組みづくりを
進めるとともに、新庁舎交流ラウンジを蔵書の閲覧
や貸し借りなどが行える「どこでも図書館」のサテ
ライトスペースとして活用していきます。
　

　ケーブルテレビ民営化推進事業
 1億1,495万円

　将来にわたって安定したサービスの提供と、さら
なる利便性の向上、高度情報化社会への適応を目
指し、民営化に必要となる初期投資の一部などへ
の支援を行います。

環境整備

新型コロナワクチン接種事業 4,920万円

　新型コロナウイルス感染症対策として、感染予防
と重症化予防のためワクチン接種を実施します。

カーシェアリング運営組織設立経費
60万7千円

　地域の住民が支え合うことを目的とし、地域の新
たな交通手段として住民が主体となって取り組むカ
ーシェアリング実施団体に対して支援を行います。

健康増進の推進 8,787万8千円

　新たに新生児聴覚検査助成金事業のほかストレ
スチェックや平成２９年度に策定した健康増進計画
の中間評価を行い、一人ひとりが生涯健康で安心し
て暮らせるまちの実現を目指します。
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農業委員会業務

税務一般、住民税、固定資産
税、軽自動車税（種別割）、たば
こ税、特別土地保有税など/納
税、滞納整理など

職員の配置
４月１日付け人事異動による職員の配置は次のとおりです。
＊任期付職員などを除く ＊敬称略　＊電話番号の市外局番は「０７７１」

京丹波町役場本庁
☎８２－０２００（代表）

【参事】中尾達也（総務福祉担当）
山森英二（事業担当）

 議会事務局　☎８２－３８０５
　

【事務局長】堀　友輔
【庶務係長】山口知哉
山本美子

 企画財政課　☎８２－３８０１
　

【課長】松山征義
【課長補佐】堀内浩二・山内明宏
【企画広報係長】下村邦喜
【財政係長】（山内明宏）
【財産管理係長】（堀内浩二）
伴田裕章・井上慎也・瀬戸亜弓

 総務課　 　 ☎８２－３８００

【課長】長澤　誠
【課長補佐】徳島康善・堀　孝子・

山内善史
【総務係長】井口理恵
【人事秘書係長】松下由美
【契約検査係長】小林篤史
奥田康平・山口菜央・辻　裕・
小畑詩織・川邉有希乃

■危機管理室
【室長】（徳島康善）
【主任】山内秀文
村山裕信

■新庁舎建設室
【室長】（長澤　誠）
【主任】中村昭夫

 税務課　　  ☎８２－３８０２
　

【課長】中井伸幸
【課長補佐】大西孝治・野々口慶司
【賦課係長】石田武史
【徴収係長】芦谷真由美
野口尊正・上西めぐみ

■京都地方税機構派遣
松浦由香・千田　司・山内　仁

 住民課　 　 ☎８２－３８０３
　

【課長】久木寿一
【課長補佐】島　文子・梅原千里・

北村和正・西山直人
【戸籍住民係長】（島　文子）
【保険年金係長】上原康宏
【保険年金係主任】金江美和・

福本ゑみ子
【環境推進係長】（西山直人）
【人権推進係長】（梅原千里）
小池由加里・松村雄大・坂本美佳子・
正田志帆・木上美由紀・
上田佳菜江・原澤奎伍（新規採用）

■船井郡衛生管理組合派遣
奥野武志

 農林振興課   ☎８２－３８０８

【課長】大西義弘
【課長補佐】宇野浩史・井上晴之・

吉田　聡
【農林振興係長】山本桂市
【農林事業係長】（井上晴之）
【地域資源活用推進係長】
（吉田　聡）
多田衣里・髙見謙佑・坂本憲吾・
海老瀬隆文・北村友也（新規採用）

 農業委員会事務局
　　　　　　☎８２－３８２２
　

【事務局長】永武幸子
【主任】久保元真一

 にぎわい創生課
　　　　　　☎８２－３８０９

【課長】栗林英治
【主幹】片山　健
【課長補佐】小山　潤・山下　稔
【移住定住推進係長】山内圭司
【地域振興係長】（山内圭司）
【交通対策係長】（小山　潤）
森田　亮・一瀬紳司・今川崇仁・
桐村和典・櫻井瑞希（新規採用）

■商工観光室
【室長】（片山　健）
【室長補佐】（山下　稔）
【商工観光係長】（片山　健）
【企業立地推進係長】（山下　稔）

 土木建築課　☎８２－３８０６

調査研究、渉外、定例会、臨時
会、委員会など／議会一般、議
案、監査委員など

企画、陳情・請願、広報、広聴、統
計、町政要望など/財務一般、予
算・決算、起債など/町有財産の
管理、債権等の管理など

経済、農業、林業、畜産など／農林
業施設、農道、ため池、かんがい
排水、林道、治山、農林災害復旧
など／地域資源の循環利用など

総務一般、法規、行政運営、選
挙（選挙管理委員会）、公用車
運行管理など／人事、秘書、任
免、給与、研修、福利厚生、職
員団体など／工事、物品など
の入札・契約・検査・指導など
／消防・防災、防犯、住民安
全、交通安全／新庁舎の建設

土木管理、建設、用地買収など/
土木一般、道路・橋りょう、土木
災害復旧、ダム周辺整備、公
園緑地、河川・砂防など/建築、
町営住宅、国土利用計画、都
市計画など

住民、戸籍、住民基本台帳、印
鑑登録、公的個人認証、災害救
助、行旅死病人、児童手当など
/国民健康保険、後期高齢者医
療、福祉医療、国民年金など/
環境衛生、船井郡衛生管理組
合、環境保全、埋火葬墓地など
/人権一般、住民相談、消費生
活など

商工業、観光、鉱業、労働行政、
企業の立地推進など/地域づく
り、住民自治、交流事業など/移
住・定住など/交通一般、町営
バスなど

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
を
迎
え
る

友
好
町
の
福
島
県
双
葉
町
の
伊
澤
史
朗

町
長
と
太
田
昇
町
長
が
３
月
８
日
、テ

レ
ビ
会
議
ア
プ
リ「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ（
ズ
ー
ム
」

で
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

対
談
で
は
、「
非
常
に
厳
し
い
１０
年
間

だ
っ
た
」と
話
し
始
め
た
伊
澤
町
長
は

全
国
３
２
０
の
市
町
村
に
町
民
が
避
難

し
て
お
り
、今
も
な
お
、約
２
８
０
０
人

が
県
外
に
避
難
し
て
い
る
状
況
な
ど
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
双
葉
町
に
戻
っ
て
き

た
町
民
の
雇
用
確
保
の
た
め
企
業
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、役
場
機
能

な
ど
を
集
約
し
た
双
葉
駅
周
辺
を
中
心

に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
居
住
エ
リ

ア
を
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

伊
澤
町
長
は
、避
難
か
ら
１０
年
が
経

過
し
て
い
く
中
、「
町
民
の
町
に
対
す
る

思
い『
絆
』を
ど
う
つ
な
ぎ
と
め
て
い
く

か
が
大
変
。今
も
な
お
、取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
」と
話
し
、京
丹
波
町
の
継
続

的
な
支
援
に
感
謝
を
述
べ
、「
私
た
ち

07｜NO.186

受賞した中野さん（中央）

伊澤町長と対談する太田町長

中
野
昭
さ
ん
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

太
田
町
長
が
双
葉
町
伊
澤
町
長
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
対
談

表　彰
社
会
教
育
活
動
の
推
進
の
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振

興
に
功
績
の
あ
っ
た
者
を
表
彰
す
る
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
が
、
京

都
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
の
中
野
昭
さ
ん
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
社
会
教
育
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

町
の
社
会
教
育
の
推
進
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
友
好
町
の
福
島
県
双
葉
町
へ
の
支
援
活
動
を

率
先
し
て
取
り
組
み
、
地
域
の
社
会
教
育
活
動
を
推
進
す
る
環
境

醸
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は「
双

葉
町
と
の
交
流
が

評
価
さ
れ
う
れ
し

い
」
と
受
賞
を
喜

び
、「
教
育
活
動
は

支
え
合
う
こ
と
が

大
切
。
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
を
し

て
、
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら
は
必

要
と
な
っ
て
く
る
」

と
活
動
に
対
す
る

思
い
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

な
か   

の 

あ
き
ら

お
お   

た 

の
ぼ
る

は
、令
和
４
年
春
以
降
の
一
部
解
除
で

双
葉
町
に
戻
っ
て
生
活
し
て
い
く
。太
田

町
長
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
双
葉
町
の
復
興
を
感
じ
て
ほ
し

い
。ま
た
、京
丹
波
町
の
新
庁
舎
も
見
て

み
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

太
田
町
長
は「
今
後
も
決
し
て
双
葉
町

の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
寄
り
添
っ
て

復
興
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
町
民
の
交
流
や
私
自
身
も
伺

う
な
ど
し
て
、こ
の
関
係
を
い
つ
ま
で
も

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

い   

ざ
わ   

し  

ろ
う
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瑞穂地域の社会教育、人権教育、社会
体育、文化財、文化芸術、図書室など

病院・診療所・介護療養型老人保健施
設、総合医療政策、南丹病院組合など

外来診療、入院診療、居宅介護
支援、訪問看護、訪問リハビリ、
地域連携など

総務一般、戸籍住民一般、税
務一般、土木一般、農林一般、
商工観光一般など

【課長】山内和浩
【課長補佐】堀　敬之・山内敏史
【土木係長】山下　徹
【建築係長】岡本　淳
【管理係長】（堀　敬之）
井上　芳・徳島一輝・忠田猛志・
福田大樹・関　幸大・
平井幹十郎（新規採用）

 会計室　　  ☎８２－３８０４

【会計管理者】十倉隆英
【室長】谷口玲子
片山加奈・正岡和也（新規採用）

中央公民館
 教育委員会社会教育課
 丹波分室　 ☎８２－０９８８　

山下　泰

瑞穂保健福祉センター
 福祉支援課　☎８６－１８００

【課長】岡本明美
【課長補佐】西野菜保子・原澤　洋・

西村明美
【社会福祉係長】（西野菜保子）
【社会福祉係主任】正田智久
【高齢福祉係長】（西村明美）
【高齢福祉係主任】原田結城
川勝千裕・木上祐輔・藤田健吾・
湊　千穂・福井朋美・
橋本信哉（新規採用）

■包括支援センター
【課長補佐】島田恵子
【主任】中川早苗
桐村杏菜

 健康推進課　☎８６－１８００
　

【課長】永海貴子
【課長補佐】藤田むつみ・上西貴幸
【係長】堀　道枝
【主任】保田智子・保ヶ部直子・

石原詩子・上林小百合
【保健師】蓮見純子・三田杏奈・

飯尾早紀・栗原天音
【作業療法士】長野まい
【管理栄養士】太田梨保
【保育士】三嶋夏波

京丹波町情報センター
 企画財政課情報推進室
　　　　　　☎８８－５０００

【室長】保田利和
【係長】田畑昭彦
【主任】西村公貴
野口雄祐・徳島　詢・上田さくら・
篠塚啓汰（新規採用）

国保京丹波町病院　
 医療政策課 ☎８６－０２２０

【課長】豊嶋浩史
【課長補佐】村山英紀
【医療係長】(村山英紀)

 国保京丹波町病院
　　　　　　☎８６－０２２０

【院長】垣田秀治
【副院長】（庄林　智）
【事務局長】（豊嶋浩史）
【看護部長】平田千春
【看護師長】小川和代
【外科部長】（庄林　智）
【事務局長補佐】（村山英紀）
【副看護師長】西山由里・田路利恵
【主任理学療法士】森本勝則
【主任診療放射線技師】山内敏行
【主任薬剤師】熊谷　明
【事務主任】藤井知宝・髙屋敦彦
【主任看護師】大西正美・

片山比佐子・
齋藤世吏恵

【医師】吉岡賢一

【理学療法士】井爪直美・
伊藤正幸・佐々木恭平

【管理栄養士】藤ノ井公代
【診療放射線技師】小西賢治
【精神保健福祉士】麻田里美（新規採用）
大西好美・中村育美・谷掛郁代・
谷口紀久恵・竹内美弥・
新宮さちよ・村上永里子・
吉田恵理子・能勢真由美・
山本真紀・猪田満枝・高屋里美・
田中美由紀・梶本由美子・
井尻友美・橋本樹里・山内英美・
野間幾恵・四方若菜・八木莉那・
上垣香菜（新規採用）・
松村久美子（新規採用）

健康管理センター
 こども未来課 ☎８２－１３９４

【課長】木南哲也
【主幹】田中晋雄
【課長補佐】四方妃佐子
【子育て支援係長】（四方妃佐子）
山﨑紗也香・山本竣也・
榎川淳哉（新規採用）
■こども園整備室
【室長】（田中晋雄）
【主任】大秦　学

畑川浄水場
 上下水道課　☎８３－９１０５

【課長】中川　豊
【課長補佐】岩崎勝也・小松聖人
【上水道係長】秋山卓弘
【上水道係主任】四方晴美
【下水道係長】荻野雅則
【下水道係主任】小原直也
吉田和晃・山西博美・林龍之介

瑞穂支所　
 瑞穂支所　 代表☎８６－０１５０

【支所長】上林太志
【支所長補佐】竹村　洋
【主任】橋本賢二・輕尾圭造・

十倉克也・
豊嶋裕美・今川奈未・小崎亮太

福祉一般、救護養護、保護、ひと
り親家庭の福祉、障害者福祉な
ど/介護保険一般、介護保険給
付、介護認定、介護保険料、介護
保険事業計画の策定、高齢者福
祉など/地域包括支援センター

丹波地域の社会教育、人権教
育、社会体育、文化財、文化芸
術、図書室など

出納、指定金融機関、資金、物品
会計など

乳幼児保育、子育て支援センターなど

乳幼児保育、子育て支援センターなど

町内小・中学校の給食調理など

外来診療、訪問診療など

外来診療、訪問看護、訪問リハビ
リなど／長期入所、短期入所など

総務一般、戸籍住民一般、税務一般、土
木一般、農林一般、商工観光一般など

 教育委員会社会教育課
 瑞穂分室　　☎８６－１１５０

（村田弘之）

和知支所
 和知支所　代表☎８４－０２００

【支所長】藤井雅文
【支所長補佐】光枝三千代
【主任】村山奈央・出野文隆
松谷洋二・友金輝幸・
大森しおり・片山　哲・
木下浩昭（再任用職員）

教育委員会　（和知支所内）
 教育委員会　☎８４－００２８

【教育次長】堂本光浩
■学校教育課
【課長】真野照美
【課長補佐】吉田敦美
【総務係長】（吉田敦美）
【総務係主任】水間和美
【学校教育係長】並河直樹
細野江梨子・井上和宏
■社会教育課
【課長】中野竜二
【課長補佐】村田弘之
【社会教育係長】（村田弘之）
【文化スポーツ係長】西山宏明
隅田和樹・藤山明子・
片山湧悟（新規採用）

和知診療所
 和知診療所（介護療養型老人   
 保健施設）　☎８４－１１１２

【所長】庄林　智
【事務長】山田和志
【看護師長】林　真紀
【主任理学療法士】大田有次

【事務主任】長谷川　真
【主任看護師】伏原幸子
【ケアマネジャー】（安藝俊郎）
【診療放射線技師】津村泰宏
白波瀬小百合・小寺恵美・
稲元左希子・渡邊まさみ
■介護療養型老人保健施設
【施設長】（庄林　智）
【事務長】（山田和志）
【看護師長】石田由美子
【主任理学療法士】（大田有次）
【事務主任】（長谷川　真）
【主任看護師】（伏原幸子）
【ケアマネジャー】安藝俊郎
【診療放射線技師】（津村泰宏）
（白波瀬小百合）・（小寺恵美）・
（稲元左希子）・（渡邊まさみ）

和知歯科診療所
 和知歯科診療所  ☎８４－１１５４

【所長】三浦博人
【事務長】（山田和志）
【事務長補佐】山口秀子
【主任歯科衛生士】片山昭子
【歯科医師】濵岡秀樹

学校・保育所など
  上豊田保育所   ☎８２－２０５６

【所長】北村恵里子
【所長補佐】山内里佳子
【主任】久保元恵子
【養護教諭】小西愛紀
【管理栄養士】野口朝美
野口加代里・永井　希・田畑美穂・
森　亜希子・高橋優妃（新規採用）
松澤亜津子（任期付職員）

  みずほ保育所  ☎８６－０５７４

【所長】樹山敬子
【所長補佐】細見ルミ
【主任】小室由紀
【管理栄養士】佐藤　葵（新規採用）
森こず枝・蒲生沙奈美・兵田尚美・
中野美和子・井上暁美・
岩﨑花菜（新規採用）・
山下敏代（任期付職員）・
北村由紀（任期付職員）

  わちエンジェル  ☎８４－１９２０

【所長】津田知美
【所長補佐】下村秀美
【主任】（下村秀美）
【養護教諭】勝田音 （々新規採用）
中西靖浩・岡本春成・
黒川生子（任期付職員）・
山内美香（任期付職員）・
藤原いづみ（任期付職員）

  須知幼稚園　☎８２－０１５１

【園長】浦井美紀
【教頭】湊　玲奈
【主任】小林和子
【養護教諭】越浦宏美
大秦優子・池田直未・
榎川　諭（再任用職員）・
小谷千晴（任期付職員）

  小中学校

【蒲生野中学校】和田　隆

  給食センター

【センター長】小谷誠之
【瑞穂給食センター】（小谷誠之）
【和知給食センター】（小谷誠之）
【主任】小林富美子

  退職職員
3月31日付、敬称略。（　）は前職

藤田正則（議会事務局長）　　　
山内善博（上下水道課長） 
原澤　恒（総務課主幹兼危機管理室長） 
山内智美（保健福祉課課長補佐兼
丹波地域保健福祉係長） 
竹内　健（上下水道課課長補佐）
野村雅浩（瑞穂支所支所長補佐）
木下浩昭（和知支所支所長補佐） 
原澤美和（国保京丹波町病院和知診療所事
務主任兼介護療養型老人保健施設事務主任）
梅原彰子（わちエンジェル保育士） 
山内　咲（わちエンジェル保育士） 
山田加奈恵（国保京丹波町病院看護師）
上田ひとみ（国保京丹波町病院看護師）
野村厚子（国保京丹波町病院看護師）　
塩田　誠（瑞穂支所主査） 
西端優介（企画財政課情報推進室主事）

乳幼児保育、子育て支援センターなど

学校用務など

保健一般、健康診査、保健事業、
発達支援事業、感染症予防など

上水道、簡易水道など／公共下水道、
集落排水、合併処理浄化槽など

教育一般、教育施設、教職員人事、
幼稚園、情報教育、放課後児童健全
育成など／学校教育、学校保健など
／社会教育、人権教育、社会体育
など／文化財、文化芸術、図書室など

情報化、情報化施策の企画推進、
情報システムの管理運営など

子育て支援・発達支援事業・保
育所など／認定こども園

幼児教育など

09｜NO.186 08
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いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が健康情報をお届けします。

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が健康情報をお届けします。

第 回

橋本 樹里 看護師　国保京丹波町病院
はし もと    じゅ  り

マスク着用の習慣化により
肌荒れが起きることがあります。

【原因】
❶蒸れ：会話やくしゃみなどで飛んだ唾液に含まれる
雑菌がマスク内で繁殖し、肌荒れを起こします。
❷乾燥：マスク着用中は肌が蒸れていますが、外した
直後に肌表面から水分が一気に蒸発し乾燥します。
それを長時間放置すると肌荒れにつながります。
❸摩擦：マスクの繊維と肌がこすれあうことによって
肌バリア機能が低下し肌荒れの原因となります。

【対策】
●マスク着用で口の周りに汗をかいたり、蒸
れを感じたときは、こまめに水分をふき取
りましょう。
●マスク内で繁殖した雑菌を洗い流すため、
こすりすぎないようにていねいな洗顔を心
掛けましょう。

●肌のバリア機能を保つため化粧水や乳液
でスキンケアを行いましょう。

●最近では肌に優しいマスクも販売されてい
ます。

コロナ対策に欠かせないのが手洗いとアルコール消
毒です。しっかり行うことが必要ですが、手荒れの原因
にもなります。特に皮膚の弱い小さなお子さんの手の
ひび割れやあかぎれは痛くて大変かわいそうですよ
ね。次の手順をお試しください。

【手洗いの手順】
❶充分な泡でしっかりまんべんなく洗う（こすりすぎ
に注意、お湯より水が手荒れしにくい）。
❷水分は十分にふき取る。
❸アルコール消毒を行う。
❹スキンケアとして保湿ジェルやハンドクリームを塗る。

アルコール消毒は手が湿っていると効果を十分に発
揮しません。また、アルコール消毒では汚れは落とすこ
とはできません。アルコール消毒に頼ってしまい、手洗
いがおろそかになっていませんか？

165

『コロナ対策とスキンケア』『コロナ対策とスキンケア』

お茶の間

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画財政課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

図書室のご案内
開室日 日 月 火 水 木 金 土開室日

中央公民館図書室
電話　0771-82-0988

桧山公民館（山村開発センター）図書室  
電話　0771-88-0506

梅田公民館（旧梅田保育所）図書室

三ノ宮公民館（三ノ宮基幹集落センター）
図書室

質美公民館（質美振興センター）
図書室

和知公民館（和知ふれあいセンター）図書室
電話　0771-84-2081

9時～17時

第1、第3火
9時～13時

第2、第4火
13時～17時

第2、第4火
13時30分～
17時30分

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

第2、第4土
13時～17時

第1、第3土
9時～13時

第2、第4土
13時～17時

第2、第4土
13時～17時

9時～17時

14時～17時

※11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

※11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

私の
おすすめ本

図書室が選んだ 「ぼくの夢は学校へ行くこと」
今西乃子・著　／　佼成出版社

　この本に登場する子ど
もたちは勉強したくても
お母さんたちと一緒に紅
茶の葉の収穫の手伝いを
したり、家のことを手伝
いしたりで学校へ行くこ
とがゆるされない。感動
のノンフィクションシ
リーズです。この本を読
んで考えてみませんか。　　

梅田公民館（旧梅田保育所）図書室　米倉 妙子
よね くら    たえ    こ

「コロナ禍」といわれて１年以上、町民の皆さんも感染対策しながら日々をお過ごしのことと思います。
さて、今回はマスク着用による肌荒れや、アルコール消毒による手荒れなどのスキンケアについて紹介します。
自身やお子さまのスキンケアに役立ててください。

マスクによる肌荒れ アルコール消毒による手荒れ

蒸れ

乾燥

摩擦

11｜NO.186



受講者からの感想（一部抜粋 )

12

高
齢
者
生
涯
学
習
講
座「
い
き
い
き

大
学
」の
特
別
講
座
が
開
催
さ
れ
、町

内
在
住
65
歳
以
上
の
15
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

特
別
講
座
は
、受
講
者
が
京
丹
波
町

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組「
明
智

光
秀
の
歴
史
、京
丹
波
に
あ
り
」を
視

聴
し
、感
想
文
や
質
問
な
ど
を
提
出
す

る
方
式
で
実
施
さ
れ
、受
講
者
に
は
講

師
の
講
評
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

冊
子
に
は
、受
講
者
か
ら
の
感
想
や

質
問
を
受
け
て
、講
師
の
湊
友
三
郎
さ

ん
が
遺
跡
の
現
地
調
査
や
資
料
に
よ

る
調
査
、聴
き
取
り
な
ど
を
通
し
て
分

か
っ
た
こ
と
が
て
い
ね
い
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

明
智
光
秀
が
丹
波
に
攻
め
入
っ
た
歴

史
を
知
る
機
会
と
な
り
、大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」の
放
映
と
も
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
、受
講
者
か
ら
は
感
動
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
き
い
き
大
学
特
別
講
座

「
明
智
光
秀
の
歴
史
、
京
丹
波
に
あ
り
」

　

令
和
２
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
表
彰
式
が
３
月
７
日
、京
都
テ

ル
サ
で
開
催
さ
れ
、瑞
穂
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
者
の
木
南
哲
也
さ

ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
賞
は
、府
本
部
委
員
や
代
表

指
導
者
な
ど
と
し
て
、長
年
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
組
織
の
育
成
・
運

営
に
あ
た
り
、そ
の
功
績
が
顕
著
な

方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

木
南
さ
ん
は
、瑞
穂
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
創
設
し
、33
年
間
、指
導

者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の

間
、代
表
指
導
者
を
27
年
間
、府
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
代
議
員
や
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
長
も
歴
任
さ
れ
、現

在
も
代
表
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

京
都
府

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

表
彰

京丹波町スポーツ賞・文化賞表彰式 TOMORROW京丹波町教育委員会 
生涯学習通信 トゥモロー VOL.24

●京丹波町に引っ越しをして
間もないが、京丹波町と光
秀に関わる歴史がよく分か
り感動した。この道を光秀
が進んだのかと興味深く視
聴した。

●須知城・玉雲寺の焼き討ち
と再建、九人塚の弔いの祈
りなど、京丹波の遠い昔に
大きな戦いがあったことを
知り、京丹波の歴史を身震
いする思いで見た。

●「麒麟がくる」とこの番組を
合わせて見て、今までの明
智光秀の印象が一変した。

受
賞
さ
れ
た

木
南
さ
ん
の
言
葉

受
賞
は
、
単
に
自
己
を

満
足
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
私
を
こ

の
環
境
下
に
お
か
せ
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、

感
謝
を
申
し
上
げ
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
と
解
釈
し

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
共
に
指

導
を
し
て
い
る
先
生
方
や
、

目
を
輝
か
せ
て
話
を
聞
い

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
妻
や
家
族
に
対
し

て
感
謝
を
伝
え
、
今
後
に

お
い
て
も
何
か
し
ら
お
返

し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
競
技
会
、大

会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ

た
個
人
や
団
体
、京
丹
波
町
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
芸
術
の
振
興
に
功
績
を
お
さ

め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
京

丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
表
彰
式

が
3
月
13
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み

ず
ほ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
で
は
、太
田
昇
町
長
か
ら
５

団
体
、９
個
人
に
各
賞
が
授
与
さ
れ
、そ

の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

特別番組のワンシーン講師の講評などをまとめた冊子表彰式会場の様子

太田町長から表彰を受け取る須知高校の八里教諭

表彰を受ける木南さん

【
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

●
優
秀
賞（
個
人
）

山
下　

天
海

【
京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
】

德
岡　

莉
菜

【
京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
】

樋
口 

雄
翔

【
京
丹
波
町
立
蒲
生
野
中
学
校
】

●
優
秀
賞（
団
体
）

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

●
輝
き
賞（
個
人
）

鳥
渕　
一
彩

【
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
】

●
輝
き
賞（
団
体
）

京
丹
波
町
立
瑞
穂
中
学
校

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

【
京
丹
波
町
文
化
賞
】

●
文
化
賞（
団
体
）

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校

食
品
科
学
科
食
品
加
工
コ
ー
ス

園
芸
加
工
専
攻

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校

食
品
科
学
科
公
園
管
理
コ
ー
ス

●
文
化
功
労
賞（
個
人
）

大
田　

喜
好

【
和
知
人
形
浄
瑠
璃
会
】

谷
垣　

良
子

【
木
村
流
大
正
琴「
八
重
ざ
く
ら
」】

●
文
化
精
励
賞（
個
人
）

塩
田　

喜
一

【
泰
友
書
道
会
】

●
輝
き
賞（
個
人
）

竹
内　

海
翔

【
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
】

德
岡　

友
秋

【
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
】

●
輝
き
賞（
団
体
）

京
丹
波
町
立
蒲
生
野
中
学
校

第
2
学
年

き  

な
ん 

て
つ 

や

み
な
と
と
も
さ
ぶ
ろ
う
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 人　口 13,484 （－82）
 男 6,434 （－28）
 女 7,050 （－54）
 世帯数 6,216 （－12）
4月 1日現在／（    ）は前月比

FLASHKYOTAMBA TOWN ALBUM 2021

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

●認
定
こ
ど
も
園
新
園
舎
現
場
見
学
会

　

３
月
２０
日
、幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園「
た
ん
ば
こ
ど
も
園
」の
構
造
見
学

会
が
開
催
さ
れ
、子
ど
も
が
入
園
予
定

の
親
子
連
れ
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
た
ん
ば
こ
ど
も
園
」は
町
内
の
豊
富

な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
２
階
建
て
木

造
園
舎
で
、須
知
幼
稚
園
と
上
豊
田
保

育
所
を
統
合
し
て
、令
和
４
年
４
月
の

開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、完
成
は
今
年
６
月
を
見
込
ん

で
お
り
、夏
に
解
体
さ
れ
る
須
知
幼
稚

園
の
園
児
は
開
園
前
の
９
月
か
ら
利
用

す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

見
学
会
で
は
、防
火
や
地
震
に
配
慮

し
た
工
法
の
説
明
を
受
け
た
後
、内
装

工
事
な
ど
を
行
う
前
の
保
育
室
や
広
々

と
し
た
遊
戯
室
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
入
園
予
定
の
村
瀬
由
美
さ

ん
は「
木
の
香
り
や
温
か
み
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
。こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
」と
、新

し
い
園
舎
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

京
丹
波
町
の
食
を
Ｐ
Ｒ

●瑞
穂
小 

特
産
品
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
を
発
表

　

瑞
穂
小
学
校
３
年
生
２４
人
が
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
一
環
で
、一
年
間
通

し
て
黒
豆
と
小
豆
の
栽
培
や
収
穫
、調
べ

学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。３
月
１５

日
、地
元
の
特
産
品
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
特
産
品
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
や
京
か

ん
ざ
し
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
シ
チ
ュ
ー
の
ほ

か
、さ
ら
び
き
茶
と
丹
波
く
り
を
使
っ
た

人
権
啓
発
を
推
進

●丹
波
桜
梅
園
が
月
桂
樹
の
匂
い
袋
を
贈
る

　

３
月
１１
日
、障
害
者
支
援
施
設「
丹
波

桜
梅
園
」が
、利
用
者
ら
が
手
作
り
し
た

月
桂
樹
の
匂
い
袋
千
個
を
京
丹
波
町
人

権
啓
発
推
進
協
議
会
に
贈
り
ま
し
た
。

月
桂
樹
は
清
涼
感
の
あ
る
爽
や
か
な

香
り
で
、情
緒
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

匂
い
袋
は
、乾
燥
さ
せ
た
月
桂
樹
の
葉

を
ミ
キ
サ
ー
で
粉
末
状
し
、袋
に
入
れ
、

リ
ボ
ン
で
装
飾
す
る
な
ど
一
つ
一
つ
の
作

業
を
利
用
者
が
分
担
し
て
作
り
上
げ
ま

し
た
。　
　
　

同
協
議
会
は
、こ
の
匂
い
袋
を
活
用

し
、人
権
保
護
の
呼
び
か
け
に
取
り
組
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

ふるさと応援寄付金　　（令和３年２月末）

［令和２年度累計］

［令和３年２月］

1億330万2千円/5,989件

326万4千円/137件

2月の寄付者 ＊敬称略

株式会社 京都環境保全公社
片山 山治
笠原 敬子
松居 孝一 

わたしたちの町
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特産品を使ったレシピについて発表する児童

ア
イ
ス
や
黒
豆
き
な
こ
の
タ
ピ
オ
カ
な
ど

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、京
丹
波
町
食
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
京
丹
波
味
夢
く
ん
」を
活
用
し
た
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
町
内
４
つ
の
道
の
駅
を

紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
披
露
し
ま

し
た
。

　

発
表
を
聞
い
た
堀
下
み
ゆ
き
栄
養
教

諭
は「
改
め
て
特
産
品
の
良
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。今
回
考
え
て
く
れ
た
レ
シ

ピ
を
来
年
度
の
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
活
用
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
報
告

●関
西
大
学
社
会
安
全
学
部×

町
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連
携
し
、町
民

の
防
災
意
識
を
高
め
る
番
組
な
ど
の
共

同
制
作
を
行
っ
て
い
る
関
西
大
学
社
会

安
全
学
部
の
学
生
が
３
月
２１
日
、旧
質

美
小
学
校
で
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
生

が
京
丹
波
町
に
訪
問
し
て
交
流
す
る
こ  

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
町
民
と
交
流
を
し
た
り
、番
組
制

作
を
行
っ
た
り
と
新
た
な
取
り
組
み
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦

し
た
秋
田
茉
穂
さ
ん
が「
お
う
ち
時
間

を
活
用
し
た
番
組
や
子
ど
も
向
け
の
番

組
な
ど
、例
年
以
上
に
多
く
の
番
組
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
り
づ
ら
く
な
り
思
い
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
活
用
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

 

大
学
生
の
報
告
の
あ
と
、土
砂
災
害
な

ど
を
研
究
す
る
ゼ
ミ
の
小
山
倫
史
准
教

授
が「
近
藤
ゼ
ミ
と
コ
ラ
ボ
し
て
、土
砂

取り組み成果を報告する学生

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

●民
生
児
童
委
員
と

身
体
障
害
者
福
祉
会
懇
談
会

　

障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、民

生
児
童
委
員
和
知
支
部
と
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
懇
談
会
が
３
月
１０
日
、和
知

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、町
民
の
１
割
を
超
え
る

方
が
障
害
者
手
帳
を
所
有
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、障
害
者
福
祉
会
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
が
少
な
い
現
状
や
障

害
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
き
び
し
い
こ

と
な
ど
、情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
は「
困
り
ご
と
を
解

決
す
る
に
は
多
く
の
方
と
の
か
か
わ
り

が
必
要
に
な
る
」「
先
日
、消
防
団
と
民

生
児
童
委
員
、区
長
が
連
携
し
て
、災
害

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
訓
練
を
行
っ

た
。何
か
あ
っ
た
ら
、遠
慮
せ
ず
何
で
も

む
ら 

せ   

ゆ   

み

丹波桜梅園の職員から商品を受け取る
太田会長（左）と樹山教育長（右）

懇談会の様子

完成前の保育室を見学する参加者

感謝状を受け取る鍋谷代表取締役社長（右）

あ
き  

た   

ま   

ほ

こ  

や
ま 

と
も 

ふ
み

ほ
り
し
た

京
丹
波
町
介
護
相
談
員

（
新
規
）山
内
峰
子
　（
新
規
）友
金
一
文

（
新
規
）寺
阪
正
美
　（
新
規
）中
尾
た
つ
子

ご寄付ありがとうございました。

ご寄付のお礼

●口丹地区労働者福祉協議会／医療用ガウン480枚
●園部ライオンズクラブ／
　発電機1台・コンセントタップ7個
●サンダイコー株式会社／218,952円
　（レジ袋有料化で得た売上金）
　町の環境整備促進のため活用してください

人
の
動
き

（
敬
称
略
）

　今年2月、多額のご寄付をいただいたことから3月
16日、株式会社京都環境保全公社に対し、感謝状を
贈呈しました。

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています 

編集後記　

令和３年度も引き続き、
広報担当としてお世話に
なることになりました。今
年度もよろしくお願いし
ます。 ＨＢ

災
害
に
関
し
た
番
組
を
作
成
し
て
い
き

た
い
」と
今
後
の
展
望
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

構
わ
な
い
の
で
民
生
児
童
委
員
に
相
談

し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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思
い
出
を
胸
に
新
た
な
道
へ

●卒
業
式
・
卒
園
式

　

町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
１２
日
、各
校
で
行
な
わ
れ
、

計
１
０
２
人（
蒲
生
野
６０
人
、瑞
穂

２６
人
、和
知
１６
人
）が
卒
業
し
ま
し

た
。卒
業
証
書
な
ど
を
手
に
思
い
出

の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

和
知
中
学
校
で
は
、卒
業
生
代
表

の
樋
口
正
明
さ
ん
と
向
仲
柚
季
さ
ん

が
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、恩
師
や

保
護
者
、在
校
生
に
感
謝
し
、「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
視
点

で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
。こ
の
町
で
か
け
が
え
の

な
い
良
い
思
い
出
と
友
と
め
ぐ
り
合

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２３
日
に
は
、町
立
小
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、計

８９
人（
竹
野
５
人
、丹
波
ひ
か
り
３７
人
、

下
山
９
人
、み
ず
ほ
２３
人
、和
知
１５

人
）が
小
学
校
の
義
務
教
育
の
課
程

を
修
了
し
た
ほ
か
、１９
日
に
は
須
知

幼
稚
園
で
１５
人
、２６
日
に
は
３
つ
の
保

育
所
で
計
４７
人
が
、小
学
校
入
学
に

向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

和知中学校

瑞穂小学校

上豊田保育所

ひ  

ぐ
ち
し
ょ
う
み
ょ
う

む
か
い
な
か 

ゆ
ず 

き

02
 
特
集
　
令
和
３
年
度
予
算
概
要

06
　
ま
ち
の
動
き
／
表
彰

07
　
令
和
３
年
度
職
員
の
配
置

10
　
い
き
い
き
健
康
術

12
　
生
涯
学
習
通
信 

T
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R
R
O
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ま
ち
の
話
題
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